
知財業務はここまで変わる！生成 AI が生

み出す 4 つの革新的ユースケース 

導入：はじめに 

この資料は、生成 AI が知的財産（知財）のような専門性の高い分野で具体的にどの

ように役立つのか、そのイメージを掴んでいただくことを目的としています。 

今、知財業務は、生成 AI によって単なる「管理」部門から「予測し、創造する」戦略部

門へと進化する、歴史的な転換点を迎えています。これまで公開情報のみを扱う「レ

ベル 1」が中心でしたが、これからは自社専用の安全な環境で「秘密情報」を扱う「レ

ベル 2」が本流となります。このステップアップこそが、単なる作業の効率化を超え、ビ

ジネスに「高付加価値」をもたらす業務変革を実現する鍵です。 

本稿で紹介する 4 つのユースケースは、知財業務の「効率化」と「高付加価値化」を

両立させる具体的なシナリオです。 

それでは、具体的な活用シナリオを一つずつ見ていきましょう。 

1. ユースケース①：出願戦略シミュレーション 

目的 

自社の未公開アイデアと公開特許情報を組み合わせ、最適な出願戦略を立案するこ

と。 

AI による変革 

このユースケースでは、生成 AI が戦略プランナーの役割を担います。例えば、以下

のようなプロンプトで AI に指示を出します。 

「以下の自社秘密技術アイデアを入力します：[秘密アイデア] これに関連す

る公開特許群と比較し、最適な出願タイミングと国別優先度を提案してくださ

い。」 



AI は入力された「自社の秘密技術アイデア」を瞬時に理解し、膨大な公開特許デ

ータと照合・分析。その上で、事業戦略に沿った最適な出願タイミングや、どの国から

出願すべきかといった優先順位を提案します。 

得られる効果 

AI を導入することで、出願戦略の策定プロセスは劇的に変わります。 

効率化 高付加価値 

外部の調査会社に先行技術

調査を依頼していた時間が

**「2 週間 → 即時」**へと

圧倒的に短縮されます。 

「秘密アイデアに即したリアルな出願シナリオ」

を複数検討できます。さらに、「顧客ニーズ・競合動

向・技術トレンド」などを総合的に加味した、より精

度の高い最適化戦略の策定が可能になります。 

出願戦略だけでなく、競合の動きを深く知るためにも AI は強力な武器となります。 

2. ユースケース②：秘密情報を含む競合分析 

目的 

社内に蓄積された秘密の調査レポートと、公開されている特許やニュース記事を統

合し、競合他社の強み・弱みを精密に評価すること。 

AI による変革 

生成 AI は、形式の異なる多様な情報を横断的に分析する能力に長けています。

「社内調査資料」のような非公開情報と、特許データベースや市場ニュースといった

「公開データ」を AI に入力することで、多角的な分析が可能になります。 

例えば、以下のような戦略的な問いかけにも、AI は文脈を理解し、統合されたインサ

イトを提示します。 

「以下の社内調査資料を入力します：[秘密レポート] この情報と公開データ

を統合分析し、A社の強み・弱みを 5年視点で評価してください。特にサステ

ナビリティ技術領域に注目してください。」 

得られる効果 

AI の活用は、競合分析のスピードと質を飛躍的に向上させます。 



• 効率化のインパクト 

o これまで担当者が手作業で行っていた複数資料の突合せ・分析作業

が、3 日から 0.5 日へと大幅に短縮されます。 

• 質的な飛躍 

o 公開情報と社内情報を統合することで、競合の特許ポートフォリオの強

み・弱みを可視化するだけでなく、将来の製品ロードマップを予測した

り、協業や M&A の候補先を発見したりといった、極めて戦略的なイン

サイトを得られるようになります。 

外部の分析だけでなく、社内のアイデア創出も AI で加速させることができます。 

3. ユースケース③：発明創出ワークショップ支援 

目的 

自社が抱える秘密の技術課題に対し、AI を活用して新しい用途展開案や解決策の

アイデアを多角的に引き出すこと。 

AI による変革 

AI がアイデア創出の優秀な「たたき台」提供者となります。「秘密の技術課題」を AI

に入力すると、AI は学習した膨大な知識ベースから「異業種での応用可能性を含

めた新規用途案と解決策」を瞬時に多数生成します。さらに、各アイデアの「新規

性と実現可能性」まで評価してくれるため、人間はゼロからではなく、有望な選択肢

を基に議論を深めることができます。 

得られる効果 

従来のワークショップと比較して、明確なメリットが生まれます。 

• 効率化 

o アイデアの発散から収束までにかかるプロセスが**「3 倍速」になりま

す。従来は丸一日かかっていた議論が、わずか数時間で、しかもより

質の高い結論へと到達します。これは単なる時短ではなく、イノベーシ

ョンの「時間密度」**を劇的に高めることに他なりません。 

• 高付加価値 



o AI による「異分野知識の融合」は、人間の思考の「盲点」を突くき

っかけを与えてくれます。これまで気づかなかった新規発明領域を発

見し、強力な特許網を構築できる可能性が高まります。 

最後に、アイデアを守り、事業を推進するための契約業務における活用法を見てみま

しょう。 

4. ユースケース④：契約・訴訟対応シナリオ策定 

目的 

自社の秘密契約書と、公開されている膨大な判例データを AI で照合し、潜在的なリ

スクの診断と交渉論点の抽出を行うこと。 

AI による変革 

生成 AI が、経験豊富なリーガルアシスタントのように機能します。「秘密契約書の内

容」を AI に読み込ませ、「公開判例データ」と比較分析させることで、契約書に潜

むリスクを可視化した「潜在的なリスクマップ」や、交渉で有利に進めるための

「交渉すべき重要論点」を自動で抽出・提示します。 

得られる効果 

契約業務におけるリスク管理と戦略立案のレベルが格段に向上します。 

• 効率化 

o 専門家が数日かけて行っていた契約書の詳細なチェックが、**「数分」

**で完了します。 

• 高付加価値 

o AI は単にリスクを指摘するだけでなく、**「共同開発成果の帰属が不

明確」「賠償責任の上限額が市場平均に比べ自社に不利」といった具

体的な交渉論点を、過去の判例データに基づいた影響度と発生確率

と共にマッピングして提示します。これにより、客観的データに基づい

た「包括的な交渉戦略」**の立案が可能になります。 

ここまで見てきたように、生成 AI の活用は業務のあり方を根本から変える可能性を

秘めています。 



まとめ：効率化の先にある「価値創出」へ 

今回ご紹介した 4 つのユースケースに共通する一つの重要なポイントがあります。そ

れは、「自社の秘密情報を安全な環境で活用すること」が、単なる作業の効率化に留

まらない、新しい価値創出に直結するということです。 

生成 AI の活用は、もはや個別の業務改善という「点」の話ではありません。それは、

知財部門の役割そのものを、事業を守る「コストセンター」から、未来の事業を創出す

る「バリュードライバー」へと変革する「面」のインパクトを持ちます。知財戦略の策定

から実行、管理に至るまで、業務プロセス全体を再定義する大きな可能性が、今、開

かれているのです。 
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